






























































































































































学校生活については「入学動機」 「卒業後の進路」 「学校生活」 「授業の難易






















































































































































































項 目 平均値 標準偏差
友人と一緒に勉強することがある 3.29787231. 49958
友人に自分の悩みを相談することがある 2.51063831. 652893
友人とよくゲームなどして遊ぶ 3.06382981.4356373
友人と就職などについて話すことがある 2.19148941.2621289
友人とよくショッピングに行く 3．25531911.3588372
卒業後も大学での友人関係は維持できる 2.27659571.2458998
学校の勉強の内容について、親と話すことがある 2.72340431．2632279
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緒に勉強することがある」 「友人とよくゲームなどして遊ぶ」 「友人とよくショッ
ピングに行く」は中立から否定的な回答が示されている。現代の若者は対人関
係が希薄であると言われているなかで、身延山大学においては「その瞬間の行
動を共にする」という友人関係より 「信頼を基に永続する」友人関係を望んで
いることが垣間見られる。
8）全体を通して
単純集計の結果のみで調査結果を示すことは当然危険なことである。平均値
をはじめとする代表値はその集団の特徴を示す重要な指標として使用されるが、
その代表値の裏に隠された意味をも読み取らねばならない。行動計量学的な視
点を持ってすれば今回のアプローチは単にデータ処理の初めの一歩を記したも
のに過ぎないことを念頭に置かなければならないであろう。
さて、今回は身延山大学の学生を対象に調査を行ったが、様々な点で特徴的
と思われる結果が示されている。調査対象母集団が少ない上に回収率も50％
強と有効データの数に問題がないわけではないが、身延山大学の学生の意識を
知る上では重要なものが含まれていると考えられる。そのひとつに身延山大学
に通う学生がどのような志向性を持っているかという問題である。近年身延山
大学への入学者が低迷しているなかで、身延山大学に入学を志す者ははっきり
と入学後、あるいは大学卒業後のビジョンを持っており、大学の選択にもそれ
がはっきり現れているといってよいであろう。また、授業に対して「難しい」
と考えている反面「おもしろい」と回答している傾向も、学生の志向性を考え
れば理解ができる傾向として捉えられる。
さらに対人関係面においては興味深いものがいくつか見られている。特に教
員との関係が予想を超えて良好であるという点については注目に値する。現代
の若者の特徴として対人関係に垣根がなく、誰に対しても「友達感覚」という
ことが一般的に言われている。しかし、身延山大学においては教員を尊敬の対
象とした上で接しやすさを示していることを考えると一般的な通念からは離れ
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たところでの良好な関係性が存在していると考えてよいであろう。極論すれば
学生と教員のこの関係性が前述した学生の授業への態度に影響しているのかも
しれない。
親や友人との関係も特徴的である。親子関係から考察できるものとして次の
ことがあげられる。多くの学生は「僧侶」を目指しており、早期に自分のとる
べき道を選択していることがうかがえる。これはMarcia,J.Eいうアイデンティ
ティの「早期完了」ともいえ、比較的幼少のときから将来自分のあるべき姿を
親の姿を通して狸得していた可能性が考えられる。特に寺院の子弟の場合はそ
の傾向が強いために親との関係が比較的良好であるように思われる。また、友
人関係においても一般的な大学生と比較して生活環境などから行動を共にする
時間が長い（寮生活や自発的な学習活動）ため、表面的な関係よりも心理的な
関係が深まりやすく、そして学生もそれを望んでいるのではないかと考えられ
る。
まとめ
繰り返すようだが、単純集計だけでは調査の分析は十分とはいえない。しか
し今回の分析は、身延山大学の学生の意識を理解するための第一歩としては重
要な意味を持つと確信している。学生の志向性、学生の持つ対人意識など目新
しいものだけではないが計量的に示すことによって今後の調査の可能性を高め
たといって過言ではないであろう。なお、今後の展開として本データの更なる
分析を進めるとともに、他大学学生との比較にも将来的に着手していきたい。
追 記
本データは平成14年度ゼミナールIおよびⅡ（高橋ゼミ）を通して調査さ
れたものであり、調査票の作成および集計にはゼミ生の中西豪、兒玉翼の両君
の協力が大きいことを付記する。
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